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１．浪江町の概要 

 福島県浪江町（なみえまち）は、福

島県最東端に位置し、東は太平洋、西

は阿武隈高地、高瀬川、請戸川といっ

た海・山・川を有する、人口約２１，

０００人の自然豊かな町です。 

 平成２３年３月１１日に発生した東

日本大震災では、津波により１８２名

の方が犠牲となり、また町中心部から

およそ１０キロメートルの距離にある

東京電力福島第一原子力発電所の事故

に伴い、町全域に避難指示が発令され、

現在でも全町民が町外での避難生活を

余儀なくされています。 

 平成２５年４月には避難指示区域の

再編が行われ、一部の地域では日中の

立入りが原則自由になりましたが、放

射性物質の除染やインフラの復旧は進

んでおらず、町に帰還できる状態には

なっていません。 

 町では、平成２９年３月を避難指示

解除の想定として復旧事業を進めてお

りますが、避難生活の長期化に伴い人

口が約１９，０００人まで急激に減少

しているなかで、町民一人ひとりの暮

らしの再建、ふるさとの再生が急務と

なっています。 

 
避難により人影のなくなった町内 

２．活動開始の背景・経緯 

 素晴らしいふるさとを先代から受け

継いだ私達でしたが、世界的不況に直

面し、自らの稼業、そしてふるさとを

後世に引き継ぐことに対し大きな不安

と悩みを抱えていました。そのような

中、同世代の仲間と共に自分たちに何

ができるかを模索した 

ところ、地域活性化に向けた地域ブ 

ランドの確立が必要ではないかとの 

結論に至ったのです。 

 平成２３年度、浪江町に常磐自動車

道の浪江インターチェンジが開通予定 

 

 

 

 

 

 

 

となっていたことに伴い、交流人口の 

拡大はもとより、高速交通網整備によ

る都市部への人口流失（いわゆるスト

ロー現象）を起こさないことが喫緊の

課題となっていました。また、全国の

例に漏れず、近隣自治体でも郊外への

大型店の出店により、中心市街地（商

店街）に誘客を図ることが難しくなっ

ていたほか、商工業者の後継者が町外

に流出するなど抱える問題は数多くあ

りました。 

 自然豊かな町内には、個々には素晴

らしい観光資源が点在していましたが、

多くの観光客が訪れていたとは言えな

い状況がありました。そのような中、

浪江町商工会青年部の約３０人が中心

となり、約６０年前から町内で親しま

れてきた極太麺の焼そばを「なみえ焼

そば」と名付け、「ご当地グルメによる

まちおこし」として平成２０年１１月、

「浪江焼麺太国」を“建国”し、町内

に訪れる観光客増を目指して県内外で

のＰＲ活動を開始しました。 

 
ご当地グルメ「なみえ焼そば」 

３．建国前の取り組み 

 浪江町商工会青年部では、ご当地グ

ルメでまちおこしの祭典！Ｂ-1 グラ

ンプリの主催団体である「ご当地グル

メでまちおこし団体連絡協議会」（通

称・愛Ｂリーグ）に加盟すべく、「富士

宮やきそば」でまちおこしに成功して

いた「富士宮やきそば学 

会」（静岡県富士宮市）、第３回Ｂ-1グ

ランプリin久留米（福岡県久留米 

市）への先進地視察などを行いました。 

 設立の準備として、組織のコンセプ

トを「焼そばの国」に見立てること、

強烈なキャラクター登場によるカリス

マ性の演出などを考え出し、代表を太

麺の国の象徴である「太王」（だいおう）

と名付けました。活動するメンバーを

麺バーと呼び、実働部隊のトップを「麺 

 

 

 

 

 

 

 

閣総理太臣」（めんかくそうりだいじ

ん）、事務局を「麺房長官」（めんぼう 

ちょうかん）、焼き担当を「労働太臣」

（ろうどうだいじん）などと命名し、

楽しさを全面に押し出すことを決めま

した。 

 
“建国”を宣言 

４．建国後の取り組み 

 平成２０年１１月、浪江町最大の伝

統行事「十日市祭」のステージにて、

太王が建国を宣言し活動がスタートし

ました。浪江焼麺太国が国家戦略の一

つとして掲げた「マスコミを使った効

果的なＰＲ（ＣＭではなく取材）」が功

を奏し、地元の新聞、テレビで連日の

ように「浪江町の謎の国が出現」「まち

おこし団体が登場」などと取り上げら

れるようになり、ご当地グルメブーム

の波にも乗り、福島県内の「ご当地グ

ルメでまちおこし」トップランナーと

して知名度が上がってきました。 

 翌２１年には愛Ｂリーグに加盟（支

部加盟）し、第４回Ｂ-1グランプリin

横手のエキシビションに出 

展。２２年には念願の本部加盟となり、

第５回厚木大会で初出展を果たし、ま

すます注目されるようになりました。

同年１１月には町内で主催イベント

「東北４大やきそばサミット in なみ

え」を開催し、２日間で３万人を超え

る集客を記録しました。 

 町内の飲食店から理解も得て、なみ

え焼そばを提供する皿に国の伝統的工

芸品に指定されている「大堀相馬焼」

を利用するなど、地域資源、他団体と

の連携も図りながら活動を展開し、「な

みえ焼そば」を目当てにした観光客が

訪れ始めました。 
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東北4大やきそばサミットinなみえ 

５．東日本大震災、福島第一原発事故

による避難生活と活動再開・継続 

 前述、東北４大やきそばサミットin

なみえの成功など、活動の成果が出始

めた矢先、平成２３年３月１１日に東

日本大震災が発生しました。翌１２日

からの原発事故により、すべての浪江

町民は避難生活を余儀なくされること

となります。麺バーも全国各地にバラ

バラとなりました。 

 学校や公共施設の体育館などで避難

生活を送る中、麺バーそれぞれが受け

た温かい支援に「まちおこしに取り組

んできた自分たちだからこそ、何かが

できるはず」との思いを強くし、活動

再開を決意しました。震災から約１カ

月後の４月１７日には福島県二本松市

で開催されたイベントに麺バーが集ま

り、何とか用意した３００食分の「な

みえ焼そば」を振る舞いました。友人、

知人、近所の人たちの安否がすべて確

認できない時期でしたが、情報を聞き

つけて集まった町民たちが抱き合って

再会を喜び合っていました。その姿を

見て、今はまだ町に戻れないが、「町民

の心の復興」を目指し再スタートしま

した。

 
平成23年4月に活動を再開 

６．再びＢ-1グランプリへ 

 「町民の心の復興」を掲げ活動を再

開しましたが、活動拠点がない我々に

とってイベント出展のために集まるこ

とすら困難でした。しかし、同じまち

おこしに取り組む全国の愛Ｂリーグの

仲間たちから物心両面にわたる支援、

協力をいただき、各地のイベントで、

避難している町民になみえ焼そばを届

ける機会ができました。ここでも多く

の人が再会する場となり、我々自身も

楽しみが増えることとなりました。 

 Ｂ-1グランプリに向けては、東京の

大学、団体などからもボランティアで

お手伝いいただき、麺バー不足も解消

して臨むこととなった平成２３年１１

月の第６回姫路大会（兵庫県姫路市）

で４位、翌年１０月の第７北九州大会

（福岡県北九州市）でも４位に入賞す

るなど、浪江焼麺太国が町のために取

り組んでいる活動に理解が深まったと

実感し、価値のある結果を残せたと麺

バー一同が喜びを分かち合いました。 

７．｢まちおこし｣から｢まちのこし｣へ 

 震災から３年目となる平成２５年は、

人々の記憶も風化し始めていることを

感じる機会が多くなりました。イベン

トでも「まだ戻ってないの？」「その後

のことは知らない」との声を聞くよう

になり、町民も長期化する避難生活に

疲れ果て帰還を諦めかけている状況と

なりました。 

そこで、いつの日か町に戻る日が来

るまで、「どこにいても浪江町民として

の誇りを持ち続け、心の中でも浪江を

感じ続けられる」よう、「まちおこし」

から「まちのこし」へ、をキャッチフ

レーズに活動し、浪江町の現状を強く

発信しました。さまざまな事情から避

難先に住民票を移動する町民が増加傾

向にあることを憂い、なみえ焼そばに

一味唐辛子をかけて食べることに由来

した「君も一味だ」作戦として、浪江

焼麺太国の救世主キャラクター「スパ

イスマン」が誕生するなど、辛いこと

ばかりで忘れかけていた楽しささえも

思い出すきっかけとなりました。 

その結果、９月の２０１３北海道・

東北Ｂ－1グランプリin十和田（青森

県十和田市）、１１月の第８回Ｂ－1グ

ランプリ in 豊川では念願のゴールド

グランプリを受賞。頑張って活動を継

続してきた中で、最高の瞬間となりま

した。 

 
ゴールドグランプリ受賞 

８．Ｂ-1グランプリの誘致 

 平成２６年１０月１８日、１９日、

福島県郡山市で第９回Ｂ－1 グランプ

リin郡山を開催しました。本来であれ

ば愛Ｂリーグ加盟団体の所在自治体で

しか開催できないのですが、郡山市、

浪江町をはじめ愛Ｂリーグ、全国の加

盟団体の協力により実現することとな

りました。大会はＢ－1 グランプリ史

上初めて「東北・福島応援特別大会」

と銘打ったサブタイトルを設け、浪江

焼麺太国がホスト団体として「ふくし

ま エコ（eco）ひいき」活動を展開し、

福島県産農産物の風評被害払拭、東

北・福島の元気発信に努めました。具

体的には、郡山市内で稲作に取り組ん

だほか、出展団体が使用する野菜、肉

は福島県産の使用を推奨しました。福

島県内のイベントで過去最大規模とな

る４５万３０００人が来場し、大成功

を収める結果となりました。 

９．課題と展望 

 浪江町は平成２６年１１月現在も全

町避難を継続しています。「おこす」町

には戻れない状況は変わらず、麺バー

も避難先での仕事、家庭、生活リズム

が落ち着きつつあり、従来通り頻繁な

活動への参加が困難にな 

りはじめています。参加できる麺バー

も固定化され、義務感が強くなってい

ることによる活動の停滞が危惧されま

す。そこで、浪江焼麺太国は麺バーの

みならず、活動趣旨に賛同していただ

ける町民らのサポーターと手を携え、

まさに「町ぐるみ」とも言える１００

人規模の活動に発展させています。今

後も復興のシンボルとして、活動を継

続させていきます。 

 また、「なみえ焼そば」によるまちお

こしの結果、模倣品対策が重要となっ

てきています。浪江町、福島県とは無

関係の事業者が「浪江町」「復興」を語

り販売していることに心を痛めている

町民も多いのです。我々は「なみえ焼

そば」を町民共有の地域ブランド、財

産と捉え、「麺定制度」（認定制度）を

創設し、活動理念や調理法など理解し

てもらう研修を経た飲食店（店舗営業）

のみに“本物”の提供をお願いしてい

ます。愛Ｂリーグと日本弁理士会によ

る「地域ブランド監理・監視機構」の

立ち上げにも関わり、「ご当地グルメ」

のブランド力向上にも寄与しています。 

 ゴールの見えない不安な避難生活が

続く中、少しでも明るい話題を提供し、

前向きな姿勢を見せながら活動を継続

させることが、これまで出会ったすべ

ての方への恩返しにつながると信じて

います。 


